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目的

• 幸栄館空手が、空手の伝統をどのように受け
継いているかを示すこと
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文化の継承の課題点

社会
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問題

• 進化できる文化の鍵
–社会に役立つこと
–進歩し続けること

• 伝統を守りながら進化できる文化とするには、
どうすればよいか？
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「伝統」って何？

• 思想・芸術・社会的慣習・技術などの文化で，
長い期間をかけて受継がれていくもの

なぜ「伝統」が良いの？

• 価値の高い文化を、長い歴史の中で、より価
値の高いものへ発展させる

• 学ぶ人に自信を与える
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何を伝統とすべき？

• 一つの文化は様々なものからできている

• 社会が発展しても価値があり続ける部分を伝
統と考えるのが良い

社会

発展し続ける文化
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空手の伝統とは

• 考え方
– 『君子の武術』＝「立派な人が行う武術」という考
え方

• 型
–空手の技術の中心。合理性が低い

• 秘技
–実用性が高い技術だが、種類が少ない
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どのように継承するか

• 『君子の武術』
– 「立派な人に継承」という考え方は良い

– しかし、身分制度による社会の考え方が背景に
あり、時代に合わない

• 「立派な人を育てるための武術」に変換
–現在は教育による社会であり、教育のための武
術文化に変革
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立派な人のための基礎能力

• 三大能力
–学ぶ力
–考える力
–思いやる力

• これらの能力を向上させることが大切

学ぶ力

考える力 思いやる力
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空手をどのように変えるか

• 武道として

• スポーツとして

• 学問として
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武道として

• 利点
–倫理観が含まれている
–自分を向上させる考えがある

• 欠点
–素朴な倫理観
–枠にはめた考え方で、進化する力が弱い
–他人のことは範囲外
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スポーツとして

• 利点
–わかりやすい
–楽しい

• 欠点
–倫理観が含まれない
–勝つことが最高の価値となり、視野が狭くなる
–他人のことを考えることは含まれない
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学問として

• 利点
–社会発展の原動力
–自ら発展する力を持つ
–社会に貢献することが含まれる
–学ぶことによる能力向上が含まれる

• 欠点
–難しい
–普及が容易ではない
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武術を学問にするには

• 武術を文化として考える
–武術の歴史
–教育としての武術の指導方法
–合理的な技術研究
–健康維持のための行い方
–などなど

• 科学的な考えができるように内容を整えるこ
とが大切
–理論と実験環境
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学問化の鍵は指導方法

• 押し付け教育は、能力育成にならない

• 自ら学び、考えるようにヒントを与えながら能
力を伸ばす教育方法

• 体験による“真”の習得
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まとめ

• 進化できる文化の鍵
–社会への貢献
–進歩し続けること

• 伝統を継承しながら、進化し続けるための鍵
–教育
–学問

• そして、これを実行することが大切
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幸栄館空手

• ６０年以上の歳月をかけて、大西先生が作っ
てきた考え方とそのためのシステム

• 本格的な学問として制度化された社会文化
は、他に例を見ない
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継承のポイント

• その価値を本当に理解して継承することが大
切である

• 価値を理解しない人が継承すると、価値が下
がる。その方が内容が簡単なため、広く普及
するが、質は低くなる
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